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K-NETの最新状況
Current status of K-NET
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防災科学技術研究所（防災科研）の運用するK-NET（全国強震観測網）で
は、K-NET95、K-NET02/02A、K-NET11/11Aと、配備される強震計を自ら開発した当時の最新型に更新してき
た。平成27年度末現在では、K-NET02A、K-NET11/11Aで観測を行っている。K-NET02以降の特徴とし
て、OS（Linux）を搭載することで、強震計内での演算機能の大幅な強化がなされ、かつ再プログラミングが容
易となったことが挙げられる。K-NET11/11A向けに開発された演算機能は基本的にはK-NET02/02Aに搭載可能で
有り、実際に幾つかの機能が強震計内で稼働している。 
一方、防災科研では、戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）の課題「レジリエントな防災・減災機能の
強化」において、災害発生直後の初動対応の意思決定支援等に資することを目的として、一部のK-NET観測点の
観測を連続化し、地震被害推定のより一層の迅速化を行う試みを始めた。これにより、平成27年度末までに関
東東海を中心とした約200のK-NET観測点で強震動指標伝送の連続化が行われる。 
強震動指標伝送の連続化は、地震被害推定の迅速化のみならず、中村・他（2014）の「地震領域警報」に代表
される強震動指標値のみを利用して「揺れ」から「揺れ」を直接推定する実用システムの開発に役立つものと
思われる。なお、警報用途への利用は、伝送の即時性の担保も重要となる。また、強震観測の基本は確実なト
リガ観測にあるが、連続観測と組み合わせることにより、一層の確実性の向上が可能になる。 
本講演では強震計内での演算および連続観測を中心として、K-ENTに配備されている最新の強震計
（K-NET11/11A）および観測システムの概要について紹介する。 
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